
 

２０１９年度「オリンピック・パラリンピック・ムーブメント全国展開事業」 

事業実施報告書 

 

 

 

道府県・政令市名【島根県】 

学校名【島根県立松江清心養護学校】 

１実践テーマ Ⅰ ･ Ⅱ ･ Ⅲ ･ Ⅳ ･ Ⅴ（複数選択可）  

２実施対象者 

 

（学年･人数） 

島根県立松江清心養護学校 中学部２、３年生 ６名 

地域の方 6名 

（一日入学は、本校小学部６年生３名、中学部１年生３名も参加） 

３展開の形式 （１） 学校における活動  

① 教科名（総合的な学習の時間、保健体育） 

 

４ 目 標  

 （ねらい） 

・ボッチャの試合に向け、友だちと一緒に準備を進めたり当日の

役割を行ったりすることができる。 

・ボッチャの試合を通して、親睦を深めようとする。 

５ 取組内容 ＜事前＞ 

・オリエンテーションで、大会を行う

ことやそのために大事にしたいこ

と、役割分担等を伝えた。 

 

  

 その後、グループに分かれ、プログラム等の必要なものを作っ

たり、会の流れやセリフを考えたりして、準備を行った。 

  
 

＜当日（１２／１７）＞ 

・休み時間にプログラムの準備をしたり、看板を事前に教員に掲

示することをお願いしたりして、生徒一人一人が役割をこな

し、会を始めることができた。司会進行は、リハーサルを重ね

ることで大きなミスなく進めることができた。 

 

 

 

Ⅰ スポーツ及びオリンピック、パラリンピックの意義や歴史に関する学び 

Ⅱ マナーとおもてなしの心を備えたボランティアの育成 

Ⅲ スポーツを通じたインクルーシブな社会（共生社会）の構築 

Ⅳ 日本の伝統、郷土の文化や世界の文化の理解、多様性を尊重する態度の育成 

Ⅴ スポーツに対する興味・関心の向上、スポーツを楽しむ心の育成 



 

・地域の方が本気で試合に臨んでくださり、生徒達はいつも以上

に真剣に試合に取り組んでいた。試合は残念ながら負けてしま

ったが、盛り上がりの中、大会を終えることができた。閉会式

の感想発表では、生徒から「次はリベンジしたいです」と前向

きな発言も聞かれた。 

 

  
 

＜事後（２／１９）＞ 

・直後に事後学習は行えなかったが、この経験を踏まえ、一日入

学で小６の児童を交えた体育でも同様にボッチャの大会を催

した。 

 

 

 

 

６ 主な成果 

 

・会を催すために生徒達が自主的に役割を行い、やり遂げたこ

と。 

・試合を通して、交流を深めることができたこと。 

 

７実践において

工夫した点 

（事業の特色） 

・生徒同士で話し合いを行い、準備を進めるために、オリエンテ

ーションで「友だちと協力して、当日の準備を行う」と押さえ

たこと。また、不十分な点を、教員が直接指摘するのではなく、

リハーサルを行うことで生徒自身が気づけるようにしたこと。 

８主な課題等 ・学期末に行ったこともあり、事後学習を十分にとることができ

なかった。 

・今回は学級単位で地域の方との交流を行ったが、年度が替わっ

ても継続してボッチャの試合を行うためにはどうすればよい

か。 

 

９来年度以降の

実施予定 

・ボッチャにとどまらず、多くの学級で継続して地域の方との交

流を続けていく。 

 

 


